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今
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
を
日
常
的
な
活
動
と
し
て
当

た
り
前
に
実
現
で
き
る
状
態
こ
そ
が
ゴ
ー
ル
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

★「
え
る
ぼ
し
」最
上
位
取
得
★
　

　
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
変
革
推
進
室
　

　
平
成
28
年
４
月
、
女
性
の
個
性
と
能
力
が
十
分
に
発

揮
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
国
、
地
方
公
共
団

体
、
民
間
事
業
主
（
一
般
事
業
主
）
の
女
性
の
活
躍
推

進
に
関
す
る
責
務
等
を
定
め
た
「
女
性
の
職
業
生
活
に

お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
女
性
活
躍
推
進

法
）
」
が
全
面
施
行
さ
れ
、
今
年
で
丸
２
年
が
経
過
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
号
で
は
、
同
法
律
に
基
づ
く
認
定
マ
ー
ク
（
愛
称

「
え
る
ぼ
し
」※

詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
最
上
位
を

取
得
し
た
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

（
以
下
「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
」
と
い
い
ま
す
。
）
に
取
材
し
ま

し
た
。

〜
取
材
に
至
っ
た
経
緯
〜

　
相
模
原
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
研
修
等
支
援
事
業

と
し
て
、
男
女
共
同
参
画
や
女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る

事
業
所
に
研
修
講
師
を
派
遣
し
て
お
り
、
平
成
29
年
９

月
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
か
ら
、
「
介
護
の
基
礎
情
報
」
を
テ
ー

マ
に
講
師
派
遣
の
申
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ご
縁
を
き
っ
か
け
に
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
変
革
推
進
室
室
長
の
向
井
浩
子
さ
ん
に
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
変
革
推
進
室
で
、
女
性
の
活
躍
の
推
進
と

職
員
の
働
き
方
の
変
革
に
向
け
、
行
っ
て
い
る
制
度
設

計
や
取
組
の
姿
勢
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）と
は

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
、
平
成
15
年
に
宇
宙
科
学
研
究
所
（
Ｉ

Ｓ
Ａ
Ｓ
）
、
航
空
宇
宙
技
術
研
究
所
（
Ｎ
Ａ
Ｌ
）
、
宇

宙
開
発
事
業
団
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）
の
３
機
関
が
統
合
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
政
府
全
体
の
宇
宙
開
発
利
用
を
技
術
で
支
え
る
中
核

的
実
施
機
関
と
位
置
付
け
ら
れ
、
同
分
野
の
基
礎
研
究

か
ら
開
発
・
利
用
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　
相
模
原
市
中
央
区
由
野
台
に
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
相
模
原

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
太
陽
の
活
動
や
月
・
惑
星
、
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
銀
河
の
成
り
立
ち
な
ど
、
宇
宙
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人

工
衛
星
や
探
査
機
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
模
型
な
ど
の
展
示
・

見
学
及
び
相
模
原
市
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
推
進
室
」
設
置

女
性
活
躍
の
推
進
を
中
心
に
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
取
り
組
む

「
仕
事
の
進
め
方
変
革
チ
ー
ム
」
設
置

改
め
て
課
題
の
洗
い
出
し
を
行
う

 

結
　
　
果

女
性
だ
け
で
な
く
男
性
も
含
め
た
全
職
員
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
に
つ
い
て
、
目
標

と
し
て
よ
り
明
確
に
打
ち
出
す
こ
と
と
な
る

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
変
革
推
進
室
」
設
置

「
男
女
共
同
参
画
推
進
室
」
及
び
「
仕
事
の
進
め
方

変
革
チ
ー
ム
」
を
あ
わ
せ
、
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
変

革
推
進
室
」
が
設
置
さ
れ
る

 

目
　
　
標

・
性
別
に
関
り
な
く
全
職
員
が
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

　
に
応
じ
て
多
様
な
働
き
方
の
で
き
る
組
織
に
な
る

　
こ
と

・
研
究
開
発
法
人
と
し
て
の
成
果
の
最
大
化

 

業
務
内
容

「
女
性
の
活
躍
の
推
進
」
と
「
職
員
の
働
き
方
の
変

革
」
に
関
す
る
こ
と

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
変
革
推
進
室
と
は

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
変
革
推
進
室
の
取
組

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
は
男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
向
け
た

様
々
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
子
育
て
ラ
ン
チ
交
流
会

　
調
布
航
空
宇
宙
セ
ン
タ
ー
・
飛
行
場
分
室
、
東
京
事

務
所
、
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
、
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
月
に
１
回「
子
育
て
ラ
ン
チ
交
流
会
」を
行
っ
て
い

ま
す
。
男
女
と
も
、
子
ど
も
が
い
て
も
い
な
く
て
も
誰

で
も
参
加
で
き
る
交
流
会
で
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

に
つ
い
て
の
悩
み
や
、
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
な
ど
、

肩
肘
張
ら
ず
に
情
報
交
換
が
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
か
ら
制
度
検
討
に
至
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り

ま
す
。

●
育
児
制
度

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
は
、
女
性
の
産
前
・
産
後
休
暇
を
除
き

ほ
ぼ
す
べ
て
の
育
児
支
援
制
度
を
男
女
同
じ
よ
う
に
活

用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
も
育
児
参
加
の
た

め
に
休
暇
が
と
り
や
す
く
な
る
よ
う「
配
偶
者
の
出
産

に
関
す
る
３
日
以
上
の
特
別
休
暇
取
得
の
推
進
」を
設

定
し
、
休
暇
取
得
率
の
目
標
値
を
80
％
に
設
定
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
取
組
は
、
数
値
目
標
と
す
る
こ
と
で
、
管
理
職

が
部
下
に
対
し
休
暇
の
取
得
を
促
し
、
部
下
の
休
暇
取

得
率
が
上
が
る
こ
と
で
管
理
職
自
身
の
評
価
に
も
つ
な

が
り
、
結
果
的
に
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
雰
囲
気
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
化
と
脱
紙
文
化
宣
言

　
職
員
が
個
々
に
机
を
持
た
な
い
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
を

導
入
し
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
評
判
が
良
か
っ
た
で
す
。

ど
こ
に
座
っ
て
も
い
い
の
で
、
そ
の
日
の
打
ち
合
わ
せ

等
の
内
容
に
よ
り
座
席
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

個
人
の
机
に
資
料
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
情

報
が
す
べ
て
電
子
化
さ
れ
、
利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

東
京
事
務
所
は
全
体
が
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
可
能
な
部
署
か
ら
脱
紙
文
化
宣
言
を
行

い
、
基
本
は
紙
で
な
く
、
電
子
フ
ァ
イ
ル
を
用
い
て
仕

事
を
す
る
こ
と
で
、
働
き
や
す
い
オ
フ
ィ
ス
環
境
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
対
象
を
拡
大
予
定

制
度
の
活
用
状
況
は
ど
う
で
す
か
？

　
テ
レ
ワ
ー
ク※

の
制
度
が
あ
り
、
現
在
は
育
児
・
介

護
中
の
職
員
の
み
週
に
１
回
利
用
を
認
め
て
い
ま
す
が
、

対
象
者
の
枠
を
広
げ
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
を
受
け
、

試
行
的
に
育
児
・
介
護
従
事
者
以
外
の
希
望
者
で
実
施

し
た
と
こ
ろ
、大
変
好
評
で
し
た
。そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

平
成
30
年
度
か
ら
、
３
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
全
職
員

に
対
象
を
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

※

テ
レ
ワ
ー
ク･･･

I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）を
活
用
し
た
在
宅
勤

　
務
等
、
場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
働
き
方

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
変
革
推
進
室
が
で
き
て
か
ら
丸
２

年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
２
年
で
筋
道
を
つ
け
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
い
ざ
２
年
間
取
り
組
ん
で
み
る
と
、
そ

の
難
し
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。「
女
性
の
活
躍
の
推
進
」

に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
見
通
し
が
つ
い
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
が
、「
働
き
方
改
革
」に
つ
い
て
は
、
今
は
一
つ
一

つ
地
固
め
を
進
め
て
い
る
段
階
で
、
制
度
を
変
え
て
い

く
の
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
　

　
最
終
的
に
は
、「
女
性
の
活
躍
の
推
進
」「
働
き
方
改
革
」

の
ど
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
制
度
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

ワーク･ライフ変革推進室
について

　ワーク・ライフ変革推進室
は、室長のもとに、経営推進
部長、総務部長、人事部長、
セキュリティ・情報化推進部
長が通常業務と兼任して業務
にあたることで、組織全体の
バックアップを受けられる体
制を作り、「多様な人材が能力
を発揮し、多様な視点で高い
目標に挑戦し成果を創出する
組織へ変革する」ための取組み
を行っています。

特 集

平成25年
10月平成28年４月 平成27年

青：有給

赤：無給

※２　配偶者出産休暇（３日）←入院～産後２週間以内

男
性
職
員

女
性
職
員

６週間前 ８週間後

JAXAの育児支援制度一覧（Ｈ29.4 ～）
妊娠 出産 １歳 ３歳 小学３年生

※育児休業を取得すると雇用保
険の育児休業付として給与の
67％（６か月経過後は50％）
が受給できます。

　　　３日※２
配偶者出産時休暇（５日）

産前休暇 産後休暇

　　　　　育児時間（１日30分×２）

　　育児休業※（産後８週間以内に終えた場合は、再度取得可）

　　　　　　　　　育児短時間勤務（週20H/22、５Ｈ/25Ｈから選択）

　　　　　　　　　　　　　育児短縮勤務（１日２時間まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　テレワーク勤務

　　　　　　　時間外勤務、休日勤務及び深夜業免除/時間外勤務制限

　　　　　　　　　　　フレックスタイム勤務（コアタイム免除）

　　　　　　　子の看護休暇（５日/年度）、２人以上の場合は（10日/年度）

育児時間（１日30分×２）

　　育児休業※（２/３→２/１の給付）
　　　　育児短時間勤務（週20H/22、５Ｈ/25Ｈから選択）

　　　　　　　　育児短縮勤務（１日２時間まで）

　　　　　　　　　　　テレワーク勤務

　　時間外勤務、休日勤務及び深夜業免除/時間外勤務制限

　　　　　　フレックスタイム勤務（コアタイム免除）

　　子の看護休暇（５日/年度）、２人以上の場合は（10日/年度）

勤務免除（健康診査等）

通勤緩和

勤務免除（休憩）

業務軽減等

テレワーク勤務　

時間外勤務休日勤務及び
深夜業免除

HB

　
女
性
の
活
躍
推
進
を
目
指
し
て
い
た
ら
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
に
気
付
か
さ
れ
、
必
然
的
に
全
職
員
の
働

き
方
そ
の
も
の
を
変
革
す
る
こ
と
へ
と
発
展
し
た
と
い
う
推
進

室
の
成
り
立
ち
は
、
そ
の
ま
ま
社
会
全
体
で
共
有
し
た
い
方
向

性
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
多
彩
な
制
度
、
実
効
性
の
あ
る
組
織
づ
く
り
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
へ
の
粘
り
強
い
努
力
、
さ
す
が
は
え
る

ぼ
し
最
上
位
で
す
。

　
仕
事
に
合
わ
せ
て
人
生
設
計
を
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
時
代

か
ら
、
働
く
人
の
多
様
な
生
き
方
に
職
場
が
合
わ
せ
る

未
来
の
予
感
が
し
ま
す
。

取材
後記（さがみはら男女共同参画推進員Ｎ.Ａ.）

向
井 

浩
子
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

む

か

い

　
　
　
　
　  

　
ひ

ろ

こ

室 

長
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　平成29年10月、青山学院大学相模原キャンパスで開催された「第15回
相模原祭」において、さがみはら男女共同参画推進員とともに、「男女共同
参画川柳」10句のパネルを展示し、来場者の方に、関心のある一句へ投票

をしていただきました。
　投票結果から、ワーク・ライフ・バランスや性別役割分業に関する川柳に票が集まり、
男女ともに仕事と家庭の両立や家事の分担などを理想としていることが窺えました。また、
ＤＶのジャンルに男性の票が多く寄せられた点から、男性のＤＶへの理解が深まっている
ことが推察されます。
　今後も様々な場面で、男女共同参画啓発活動を進め
ていきたいと思います。

◆市民文化表彰とは…
　市民文化表彰は、市民で相模原市の公共の福祉の増進、文化の向上又は
スポーツの振興に寄与し、その功績が特に顕著と認められる方に対して行わ
れる表彰です。

男女共同参画啓発活動 in 青山学院大学

ジャンル

性別役割分業

女性活躍

DV

ワーク・ライフ・
バランス

　この賞は、私と一緒に活動して
きた仲間達が評価されたものです。
「老いと若き」、「女性と男性」、「市
民と行政」、みんなが力を合わせて、
生き良い地域・社会を未来に残し
ていきたいものです。

     　　　　川　柳
うちのパパ　イクメンなのよ！　ママ笑顔
妻女子会　夫はエプロン　腕まくり
パパ起きて　最初の仕事は　おむつ替え
ノー残業　パパとおつかい　うれしいな
妻仕事　僕育休で　奮闘中
審議会　女性の数も　４割に
女子社員　「先輩部長」　が目標よ！
本人が　「嫌だ」と思えば　セクハラよ！
繰り返す　「迷惑メール」も　ストーカー
お～怖い　威嚇・罵倒はＤＶです！
     　 合　計

投票数
94
96
99
231
39
28
41
96
42
36
802

女
59
78
65
130
28
24
25
65
30
22
526

男
35
18
34
101
11
4
16
31
12
14
276

作家の沖　典子さんが、
平成29年度 
市民文化表彰を受賞されました

おき　 ふじ    のり      こ

　沖　典子さんは、作家として、女性の社会進出等に関する優れた創作活
動を続けられるとともに、相模原市男女共同参画に関する条例検討委員会
委員長、神奈川県女性問題協議会会長を歴任されるなど、長年にわたり
男女共同参画社会の実現に尽力され、市民文化の進展に貢献されました。

表彰式での加山市長と沖　さん（左）

受賞にあたり、
沖　典子さんから

コメントをいただきました

沖　典子さんプロフィール
●昭和13年生まれ
●相模原市南区在住
　昭和54年、女性の社会進出をテーマに書いた『女が職場を
去る日』（新潮社）を出版し、執筆活動に入る。以後、女性の
生き方や家族の問題、シニア世代の研究、介護問題などに深
い関心を寄せ、旺盛な執筆、市民活動を続けています。

【代表作】
・女が職場を去る日（昭和54年 新潮社）
・薄命の作家素木しづの生涯（昭和63年 新潮社）
・介護保険は老いを守るか（平成22年 岩波書店）
・女50代 人生本番！（平成24年 佼成出版社）
・老いてわかった！人生の恵み（平成29年 海竜社） 

しらき
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「
え
る
ぼ
し
」認
定
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
４
月
１
日
に
全
面
施
行
さ
れ
た「
女
性
の

職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」で

は
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
及
び
策
定
し
た
旨

の
届
出
を
行
っ
た
企
業
の
う
ち
、
一
定
の
基
準
を
満
た

し
、
女
性
の
活
躍
推
進
に
関
す
る
状
況
等
が
優
良
な
企

業
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
定
は
、
基
準
を
満
た
す
項
目
数
に
応
じ
て
３
段
階

あ
り
、認
定
を
受
け
た
企
業
は
、認
定
マ
ー
ク（
愛
称「
え

る
ぼ
し
」）を
商
品
や
広
告
、
名
刺
、
求
人
票
な
ど
に
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
女
性
の
活
躍
を
推
進
し
て

い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
公
共
調
達
や
融
資
の
場
面
で
有
利
に
な
る

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
、「
採
用
」「
継
続
就
業
」「
労
働
時
間
等
の

働
き
方
」「
管
理
職
比
率
」「
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
」

全
て
の
項
目
で
認
定
基
準
を
満
た
し
、
女
性
の
活
躍
推

進
に
関
す
る
取
組
の
実
施
状
況
等
が
優
良
で
あ
る
と
し

て
、
平
成
29
年
９
月
28
日
付
で「
え
る
ぼ
し
」最
上
位
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

相
模
原
市
男
女
共
同
参
画
研
修
等
支
援
事
業

（
講
師
派
遣
）に
つ
い
て
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い

ま
し
た
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
お
聞
き
し
ま
し
た

平
成
29
年
９
月
、「
介
護
の
基
礎
情
報
」を
テ
ー
マ
に
講

師
派
遣
を
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
申
込
み
い

た
だ
い
た
経
緯
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　「
介
護
セ
ミ
ナ
ー「
が
ん
ば
ら
な
い
介
護
生
活
」＆
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
支
援
制
度
説
明
会
」の
開
催
の
た
め
、
講
師
派

遣
を
申
し
込
み
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
と
い
う
と
、

出
産
・
育
児
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

介
護
は
期
間
も
見
通
せ
ず
、
仕
事
と
の
両
立
が
難
し
く

な
り
が
ち
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
、
介
護
を
す
る
可
能

性
が
あ
る
職
員
か
ら
、
基
本
的
な
情
報
が
欲
し
い
と
い

う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
声
を
受
け
て
の
申
込
み

で
す
。

　
　
事
業
を
活
用
し
て
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
願

　
　
い
し
ま
す
。

　
自
分
の
親
に
は
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
欲
し
い
も

の
で
す
し
、
そ
う
あ
る
は
ず
だ
と
無
意
識
に
思
い
込
ん

で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

介
護
が
必
要
だ
と
気
付
い
た
時
に
、
そ
の
準
備
が
で
き

て
い
な
い
よ
う
で
は
い
け
な
い
と
危
機
感
を
持
つ
職
員

が
多
く
い
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
職
員
か
ら
は
、「
情
報
を
得
ら

れ
る
と
安
心
」「
実
例
を
知
る
こ
と
が
で
き
、参
考
に
な
っ

た
」と
好
評
で
し
た
。

　
男
女
と
も
に
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
将
来
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
　
　

１段階目

２段階目

えるぼしは、
厚生労働省が定める

認定基準を満たすにつれ、
３段階まで

評価が上がります。

対　　象　 相模原市に所在する事業所やその労働組合や団体等
参加者数　 概ね10人以上
時　　間　 原則として午前10時から午後８時までのうち、２時間以内
講　　師　 研修等の内容に応じて事業所等と協議の上、市が選任及び派遣
経　　費　 講師への謝礼は、市が負担
お申込み　 開催希望日の２か月前までに、所定の申込書を人権・男女共同参画課へ提出

          お問い合わせ　人権・男女共同参画課　電話（直通）：042-769-8205

事業所の研修に専門の講師を無料で派遣します。女性活躍を推進
する

事業所の皆様へ

男女共同参画や女性の活躍を推進する事業所に、研修講師を派遣します。
職場における女性活躍の推進にお役立てください。

          研修テーマの例
・女性の活躍を進めるためには
・男女で支えあう子育てと介護

JAXA取得

３段階目



獣
医
師
か
ら
食
品
安
全
科
学

の
研
究
者
へ
転
身 

　
も
と
も
と
生
物
系
の
分
野
は
好
き
で
し
た
。
中

学
２
年
生
の
時
に
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
著
『
わ
れ
ら
動
物

み
な
兄
弟
』
を
読
ん
で
感
激
し
、
一
気
に
シ
リ
ー

ズ
全
巻
を
読
ん
で
、
将
来
は
獣
医
師
に
な
っ
て
動

物
園
で
働
く
夢
を
も
ち
ま
し
た
。
希
望
通
り
麻
布

大
学
の
獣
医
学
部
に
進
む
の
で
す
が…

実
習
で
動

物
の
世
話
を
す
る
に
つ
れ
、
い
か
に
自
分
が
不
器

用
で
、
と
て
も
開
業
の
獣
医
に
は
向
か
な
い
と
思

い
至
り
ま
し
た
。

　
次
に
や
り
た
い
こ
と
と
し
て
、
大
学
の
先
生
を

考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
大
学
院
に
進
学
し
、
食
品

ア
レ
ル
ギ
ー
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
、

食
品
安
全
の
分
野
に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。

　
農
学
博
士
の
学
位
を
取
っ
た
の
で
す
が
、
就
職

先
は
結
局
希
望
通
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
す
で
に
結
婚
し
て
子
ど
も
が
い
た
か
ら
か
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
こ
と
が

ハ
ン
デ
ィ
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
公
務
員
を
目
指

し
、
幸
い
国
立
予
防
衛
生
研
究
所
（
現
、
国
立
感

染
症
研
究
所
）
に
就
職
で
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
「
カ
ビ
毒
」
と
出
会
い
ま
す
。
カ
ビ
毒

を
は
じ
め
、
微
生
物
が
つ
く
る
化
学
物
質
と
い
う

も
の
の
多
様
性
と
神
秘
性
に
魅
せ
ら
れ
て
今
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
研
究
公
務
員
と
し
て
定
年
の

１
年
前
ま
で
勤
続
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
現
職
で
は
、
出
身
校
で
教
授
と
し
て
専
門

分
野
を
学
生
達
に
指
導
す
る
立
場
と
な
り
、
二
十

数
年
来
の
夢
が
か
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学
生
の
時
に
結
婚
、

研
究
し
な
が
ら
の
子
育
て

　
結
婚
や
出
産
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
私
は
少

し
変
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
結
婚
し

て
出
産
を
す
る
と
い
う
営
み
は
生
物
と
し
て
の
自

然
な
こ
と
と
考
え
て
い
た
の
で
す
ね
。
結
婚
を
恋

愛
と
は
違
う
次
元
で
と
ら
え
て
い
ま
し
た
。

　
で
す
か
ら
相
手
に
つ
い
て
は
わ
り
と
人
任
せ
で
、

人
選
は
母
親
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
長
く
一
緒
に

暮
ら
す
に
は
価
値
観
が
近
い
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
、
自
分
よ
り
も
自
分
の
こ
と
を
分

か
っ
て
い
る
母
親
の
眼
鏡
に
か
な
っ
た
人
で
あ
れ

ば
大
丈
夫
か
と
。
当
時
、
女
性
は
24
歳
ご
ろ
ま
で

に
結
婚
と
い
う
の
が
一
般
的
で
し
た
か
ら
、
私
も

24
歳
ま
で
に
結
婚
し
て
26
歳
く
ら
い
に
は
出
産
し

た
い
と
漠
然
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
ね
。

　
た
だ
、
勉
強
を
取
る
か
結
婚
を
取
る
か
、
あ
る

い
は
仕
事
に
生
き
る
か
子
育
て
に
専
念
す
る
か
と

い
う
二
者
択
一
の
選
択
の
考
え
を
私
自
身
は
も
ち

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
学
生
を
し
な
が

ら
結
婚
生
活
が
で
き
る
経
済
力
と
許
容
力
の
あ
る

相
手
を
探
す
、
子
ど
も
が
小
さ
く
て
手
の
か
か
る

と
き
に
研
究
が
忙
し
け
れ
ば
夫
や
親
や
近
所
の
人

を
総
動
員
し
て
乗
り
切
る
、
と
い
う
や
り
方
を
選

ん
で
き
た
の
で
す
。

　
そ
う
は
い
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
に
は
や
は
り

寂
し
い
思
い
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
時
に
は
親
と

し
て
の
至
ら
な
さ
を
批
判
さ
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

実
際
、
自
分
で
も
子
育
て
に
つ
い
て
は
決
し
て
満

点
で
は
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
は

正
直
に
伝
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。「
親
が
忙
し

い
お
か
げ
で
親
以
外
の
人
か
ら
た
く
さ
ん
の
愛
情

　麻布大学生命・環境科学部小西良子教授が、第113回日本食品衛生学会の学術大会で、
「日本食品衛生学会賞」を受賞されました。長年の研究分野であるカビ毒と新規に発見
した寄生虫性食中毒物質について、食品へのリスク評価や厚生労働省の規格基準策定に
貢献したことなどが評価されたものです。
　相模原市中央区にある麻布大学の研究室に、元祖“リケジョ”の小西教授を訪ねました。

小西良子さんプロフィール
麻布獣医科大学獣医学科卒業後、東
京大学大学院農学系研究科で農学博
士を取得。その後27年間厚生労働
省の国立予防衛生研究所、国立感染
症研究所および国立医薬品食品衛生
研究所で食品衛生法に関する規格基
準策定の科学的根拠に資する研究を
行う。現在、麻布大学生命・環境科
学部食品生命科学科教授のほか、厚
労省や内閣府の食品安全委員会等の
専門委員及びFAO/WHO 食品添加物
合同専門家会議の専門委員を務める。
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麻布大学生命・環境科学部食品生命科学科
食品安全科学研究室教授

インタビュー
 さんに小西　良子

こ　　　 にし よし こ

を
も
ら
え
た
の
よ
。」
と
か
、「
親
と
し
て
は
60
点

で
も
、
３
つ
の
こ
と
を
同
時
に
や
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

60
点
と
れ
た
ら
、
も
う
100
点
以
上
じ
ゃ
な

い
？
」
っ
て
。(

笑)

現
在
の
研
究
室
で
の
研
究
と

活
動
に
つ
い
て

　
当
研
究
室
で
は
、
食
の
安
全
の
科
学
的
な
根
拠

を
研
究
し
て
い
ま
す
。
応
用
科
学
と
言
わ
れ
る
も

の
で
、
多
く
の
専
門
分
野
の
知
識
と
技
術
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
微
生
物
学
、
分
析
学
、
分
子
遺
伝
学
、

毒
性
学
、
リ
ス
ク
評
価
学
、
統
計
学
な
ど
で
す
が
、

そ
の
中
で
も
カ
ビ
が
産
生
す
る
毒
素
と
、
平
成
22

年
に
発
見
し
た
新
寄
生
虫
性
食
中
毒
を
対
象
に
、

産
生
カ
ビ
や
寄
生
虫
の
同
定
、
分
析
法
の
確
立
や

食
品
へ
の
汚
染
状
況
、
毒
性
研
究
な
ど
を
研
究
し

て
い
ま
す
。

　
専
門
的
な
よ
う
で
す
が
日
常
口
に
す
る
食
品
と

密
接
に
か
か
わ
る
分
野
で
も
あ
り
ま
す
。
年
に
１

回
の
市
民
講
座
や
あ
じ
さ
い
大
学
な
ど
で
も
講
師

を
し
て
い
ま
す
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
毎
年
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

若
い
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

将
来
の
夢

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
人
生
の
キ
ャ
リ
ア
の
自
己

開
発
が
求
め
ら
れ
、
若
い
時
か
ら
公
私
に
か
か
わ

ら
ず
何
事
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
が
必
要
と
な
る

で
し
ょ
う
。
重
責
と
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
る
一
方
で
、

男
女
双
方
に
と
っ
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
定
し
た

家
庭
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
場
合
は
若
い
う
ち
に
伴
侶
を
得
て
子
育
て

も
し
、
公
務
員
と
し
て
研
究
を
続
け
ら
れ
た
の
で

恵
ま
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
若
い
と
き
は
同
時

に
い
く
つ
も
の
こ
と
が
こ
な
せ
ま
す
し
、
子
ど
も

は
あ
っ
と
い
う
間
に
大
き
く
な
る
も
の
。
子
ど
も

と
い
う
別
人
格
に
無
条
件
に
振
り
回
さ
れ
る
経
験

を
し
た
こ
と
で
、
人
生
の
幅
に
広
が
り
が
も
て
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
人
生
、
大
変
な
時

で
あ
っ
て
も
自
分
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
た
い
も

の
は
細
々
と
で
も
続
け
て
い
き
、
自
分
か
ら
離
れ

て
い
か
な
い
こ
と
が
大
事
。
い
ず
れ
そ
こ
を
乗
り

越
え
た
と
き
、
続
け
て
き
た
こ
と
自
体
が
自
分
の

誇
り
に
な
り
ま
す
。

　
私
自
身
の
将
来
は
、
あ
と
数
年
で
教
授
職
も
定
年

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
後
20
年
間
は
あ
る
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
と
は
全
く
違
う
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

の
も
い
い
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
も
し
ば
ら

く
は
孫
の
面
倒
な
ど
見
て
、
子
ど
も
孝
行
し
て
お

こ
う
か
し
ら
な
ど
と
殊
勝
に
も
思
う
の
で
す
。(

笑)

男女共同参画社会
実現に向けて、

各分野で活躍中の方々を
紹介するコーナー

キラリ輝く人　in 相模原

研究室の皆さんと小西教授（中央）

　
12
月
下
旬
、
落
葉
を
踏
み
し
め
な
が
ら
、

キ
ャ
ン
パ
ス
に
取
材
に
伺
い
ま
し
た
。
お
目

に
か
か
っ
た
の
は
、
研
究
室
で
学
生
の
皆
さ

ん
に
囲
ま
れ
、
楽
し
そ
う
に
話
さ
れ
て
い
る

笑
顔
の
素
敵
な
先
生
。
学
生
の
皆
さ
ん
と
の

信
頼
感
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
食
の
安
全
の
研
究
者
と
し
て
ご
自
分
の
続

け
た
い
夢
は
諦
め
ず
に
、
子
育
て
も
全
う
さ

れ
、
充
実
感
に
満
ち
た
「
キ
ラ
リ
輝
く
」
先

生
で
し
た
。             

（
さ
が
み
は
ら
男
女
共
同
参
画
推
進
員
　
Ｙ.

Ｎ.

）

取 材 後 記



６月23日㈯・６月24日㈰
 時　間／午前 10時～午後 4時　
 会　場／ソレイユさがみ 全館

男女共同参画社会の
実現をめざす情報誌

＊登録団体の活動発表（一部体験あり）　
＊登録団体のパネル展示　
＊研究発表　　　　　
男女共同参画に関わる研究活動発表会

＊軽　食
ロコベジ焼きうどん、パン、酒まんじゅう

＊その他
　•男女共同参画川柳コンテスト入賞作品展示
　•交流コーナー　•大船渡物産販売　•プチマルシェ
　•男女共同参画ビンゴゲーム

＊登録団体の活動発表（一部体験あり）　
＊登録団体のパネル展示　
＊軽　食
野菜たっぷり焼きそば、コーヒー喫茶ケーキ付
パン、酒まんじゅう

＊その他
　•男女共同参画川柳コンテスト入賞作品展示　
　•交流コーナー　•バルーンアート　
　•絵本とおもちゃのリサイクル
　•子ども服リサイクル　
　•大船渡物産販売　•プチマルシェ

予 告

6/24㈰

6/23㈯

ソレイユさがみ登録団体…
女性を取り巻く諸問題の解決および男女共同参画社会の
実現を図ることを活動目的とする団体

E-mail jinkendanjo@city.sagamihara.kanagawa.jp 本号へのご意見・ご感想をお待ちしております。
発行　相模原市役所（人権・男女共同参画課） 〒252-5277 相模原市中央区中央2-11-15 TEL.042-769-8205（直通）
取材･協力　さがみはら男女共同参画推進員（広報担当 浅井紀子、井上幹夫、小黒芳男、川本若菜、篠原直彦、中村由起子 50音順/敬称略）

ソレイユさがみ通信
http://www.soleilsagami.jp

☎042-775-1775
ソレイユさがみへ

（問合せ時間9：00～ 17：00）

●お問い合わせは

京王橋本駅
JR橋本駅
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16
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129
橋本五差路

←八王子へ

←津久
井へ

久保ヶ谷戸

東電橋本
変電所

←八王子へ

横浜へ→

茅ヶ崎へ→

横浜へ→

橋本駅入口

新宿
へ→

市営橋本駅北口
第1自動車駐車場

シティ・プラザはしもと
（イオン橋本店6階）

N
町田
街道

県道橋本
停車場線

京王
線

JR相
模
線

JR横浜線

協同病院

旭中学校

相原高校
橋本郵便局

サン・エール
さがみはら

47

505

橋本三
ミウイはしもと

市営橋本駅北口
第2自動車駐車場

ソレイユさがみ（相模原市立男女共同参画推進センター）
は、女性も男性も自分らしくいきいきと生きることができ
る男女共同参画社会の実現を図るための拠点施設です。
〒252-0143 相模原市緑区橋本6－2－1（シティ・プラザはしもと内）
JR横浜線・JR相模線･京王線橋本駅北口 徒歩1分
TEL.042-775-1775　FAX.042-775-1776
ソレイユさがみは、指定管理者「ＮＰＯ法人男女共同参画さがみはら」が管理・運営しています。

さがみはら　女と男のいきいきフォーラム 2018
日　時　６月23日（土）　午前10時から
会　場　ソレイユさがみ　セミナールーム１
講　師　倉原佳子さん（オペラ歌手）
※お申し込み方法など詳しくは広報さがみはら５月15日号をご覧ください。

くらはらよしこ

ソレイユさがみ  

　男女共同参画フェスティバル おいしい食べ物や
楽しい催しが
たくさんあります。
 …詳しくは広報さがみはら 
　6月 1日号をご覧ください。


